
 
           主催：ＮＰＯ法人築地居留地研究会 後援：東京都中央区 
 

平成 30 年９月 特別講演会のご案内 
      築地居留地跡地に建つ塩瀬総本家 

     テーマ：「塩瀬６６０年の歩み」        
 

日本中の人々に愛されている餡入り饅頭は、貞和５年（１３４９）中国から来日 

した林浄因という青年が日本で初めて作ったものなのです。 

林浄因を初代として６６０余年饅頭屋を続けている塩瀬一族の功績のお話を致し 

ます。 

           日 時：平成３０年９月２２日（土）14：00 ～ 16：00 

場 所：聖路加臨床学術センター３階３３０２号室 

               東京都中央区築地３－６ 

講 師：川島英子（かわしま えいこ） 

               大正１３年（１９２４）東京生まれ 

               昭和５５年（１９８０）合資会社 塩瀬総本家 

                ３４代当主 取締役社長を経て現在取締役会長 

           著 書：１９９６年「塩瀬６５０年の歩み 饅頭の歴史」 

     ２００６年「まんじゅう屋繁盛記 塩瀬の６５０年」 

 

 

       

 

 

 

 

 

   

 

報告会聴講：無料 一般公開 予約不要 どなたでも聴講できます。 

１６：１０～１６：４０ エクスカーション：居留地跡地を散策 

１６：４０～１７：４５ 茶話会：講師を囲んでの茶話会を行います。 

茶話会参加費：５００円 

お問い合わせ先：０３－３５５１－７５９５ 

 
 

 

 
 

明治２７年頃の塩瀬 昭和初期の塩瀬 



 

 


